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名
護
厚
生
園
で
は
今
年
度
よ
り
、
名
護
市
の
委
託
を
受
け

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
事
業
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
「
名
護
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
名
護
厚
生
園
」
と
看
板
を
掲
げ
事
業
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
セ
ン
タ
ー
長
、
相
談
員
が
在
籍
し
、
担

当
地
区
は
「
宮
里
」「
為
又
」「
大
南
」「
東
江
」「
城
」「
港
」

の
６
地
区
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
約
３
５
０
０
名
あ
ま
り

の
方
を
対
象
者
と
し
た
総
合
相
談
を
担
い
ま
す
。
開
所
し
て

か
ら
の
相
談
述
べ
件
数
は
４
月
１
５
１
件
、５
月
２
０
４
件
、

６
月
１
８
６
件
と
推
移
し
て
お
り
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
地
域
の
皆
様
に
ご
活
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
相
談
事
業
と
し
て
大
切
な
の
は
、
支
援
が
必
要
で
あ

る
が
自
ら
支
援
を
求
め
る
の
が
難
し
い
高
齢
者
・
ご
家
族
に

対
し
、
在
宅
生
活
に
お
け
る
支
援
の
入
口
を
積
極
的
に
作
る

こ
と
で
す
。当
在
介
セ
ン
タ
ー
と
し
て
積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
を
行
い
、
高
齢
者
や
ご
家
族
が
必
要
な
情
報
を
得
る
事
が

出
来
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
こ
と
で
高
齢
者
や
ご
家

族
が
前
向
き
に
な
り
、
今
後
の
生
活
が
よ
り
良
く
過
ご
せ
る

こ
と
を
心
が
け
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
、
ご
家
族
か
ら
の
相
談
内
容
や
ニ
ー
ズ

を
確
認
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
機

関
、
区
の
民
生
委
員
を
含
め
た
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括

的
な
支
援
体
制
を
整
備
し
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。　

※

次
年
度
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
の
予
定
で
す
。

名
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(1)
法
令
遵
守
の
徹
底

①
事
務
局
は
、
積
極
的
な
研
修
参
加
や
情
報
収

集
の
姿
勢
を
持
ち
、
経
営
者
が
遵
守
す
べ
き
法

令
・
そ
の
他
社
会
的
ル
ー
ル
等
の
変
更
等
に
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
経
営
対
策
監
会
議
等
に
て

喚
起
を
図
っ
た
。

(2)
組
織
統
治
の
確
立

①
事
務
局
は
、
法
令
に
従
い
監
事
を
選
任
し
法

人
監
査
を
適
切
に
実
施
し
た
。
ま
た
監
事
は
内

部
監
査
に
も
同
行
し
た
。

②
各
施
設
の
担
当
理
事
を
中
心
と
し
た
施
設
種

別
会
議
を
行
い
種
別
ご
と
の
課
題
抽
出
・
検
討

を
行
っ
た
が
、
経
営
対
策
監
会
議
・
実
績
会
議

に
つ
い
て
は
種
別
施
設
毎
の
開
催
が
実
施
で
き

な
か
っ
た
。

③
家
族
会
等
の
組
織
が
あ
る
９
施
設
の
家
族
会

の
代
表
者
を
構
成
員
と
す
る
協
議
会
を
設
置

し
、
家
族
等
か
ら
の
声
を
聴
取
し
施
設
運
営
に

反
映
さ
せ
た
。

(3)
健
全
な
財
務
規
律
の
確
立

①
事
務
局
及
び
各
施
設
は
、
報
酬
、
措
置
費
、

加
算
等
に
つ
い
て
施
設
種
別
事
に
情
報
を
共
有

し
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
適
切
な
人
員
配

置
及
び
報
酬
・
加
算
等
の
取
得
に
向
け
た
が
、

実
地
指
導
で
指
導
を
受
け
報
酬
減
算
と
な
っ
た

施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
事
務
局
及
び

各
施
設
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。

(4)
経
営
管
理
者
の
役
割
の
遂
行

①
事
務
局
及
び
各
施
設
長
は
、
経
営
理
念
・
経

営
方
針
・
経
営
目
標
に
つ
い
て
研
修
等
で
周
知

を
行
い
、
安
心
・
安
全
・
質
の
高
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
。

(1)
ト
ー
タ
ル
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

①
事
務
局
及
び
各
施
設
で
職
場
で
の
良
好
な
人

間
関
係
の
構
築
・
維
持
に
努
め
、
課
題
が
あ
っ

た
場
合
は
、
管
理
職
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

い
課
題
解
決
に
向
け
た
が
、
長
年
の
業
務
の
中

で
築
か
れ
た
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
長
・

種
別
理
事
・
事
務
局
が
事
務
分
掌
・
業
務
の
見

直
し
も
含
め
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
次

年
度
も
継
続
す
る
。

②
事
務
局
は
、
排
泄
ケ
ア
研
修
等
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
介
護
員
だ
け
で
な
く
食
事
面
か
ら

の
栄
養
士
・
医
療
面
か
ら
の
看
護
師
の
参
加
を

求
め
横
の
連
携
で
効
果
的
な
取
組
と
な
る
よ
う

対
応
し
た
。

(2)
人
材
確
保
の
取
組
の
強
化

①
事
務
局
及
び
各
施
設
は
、
学
校
訪
問
・
人
材

紹
介
・
人
材
派
遣
・
求
人
広
告
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
活
用
等
の
採
用
媒
体
・
採
用
ル
ー
ト
で
求
職

者
と
の
接
点
を
多
く
持
つ
よ
う
努
め
た
が
、
介

護
職
員
確
保
に
は
苦
慮
し
た
。

(3)
人
材
定
着
の
取
組
強
化

①
事
務
局
は
、
働
き
方
改
革
に
伴
う
無
期
雇
用

転
換
職
員
・
嘱
託
職
員
等
の
待
遇
面
の
改
善
を

行
い
、
人
材
の
定
着
を
図
っ
た
。

(4)
人
材
育
成

①
事
務
局
主
催
研
修
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

実
務
に
係
る
知
識
の
習
得
、
職
員
の
福
祉
従
事

者
と
し
て
の
倫
理
観
の
醸
成
を
考
慮
し
た
内
容

で
構
成
し
た
。

把
握
が
不
十
分
で
あ
り
受
け
入
れ
実
績
は
な
い
。

②
に
し
の
も
り
保
育
園
は
、
毎
月
20
日
を
園
庭

開
放
日
と
し
地
域
に
開
放
し
た
。
家
庭
保
育
の

親
子
や
他
の
園
に
通
う
親
子
、
近
隣
の
保
育
園

等
も
受
け
入
れ
た
。

(4)
生
活
環
境
・
利
用
環
境
の
向
上

①
各
施
設
は
、
感
染
症
対
策
委
員
会
を
開
催
し

日
常
的
な
対
策
の
徹
底
を
確
認
す
る
と
共
に
、

感
染
症
が
発
生
し
た
際
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
対
応
し
拡
大
防
止
に
努
め
た
。
特
に
２

月
末
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
手
洗
い
、
消
毒
、
利
用
者
・
職
員

の
検
温
を
行
い
感
染
防
止
に
努
め
た
。

(1)
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

①
お
金
と
経
済
を
、
心
と
人
間
関
係
（
社
会
）

を
含
め
た
広
い
概
念
で
捉
え
、
貧
困
と
格
差
の

本
質
を
学
び
、
人
間
中
心
の
真
の
豊
か
さ
を
追

求
す
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
講
師

を
全
国
か
ら
招
聘
し
た
『
お
金
の
学
校
』
を
開

講
し
た
。

②
漲
水
学
園
は
、
宮
古
島
市
福
祉
政
策
課
や
宮

古
島
市
母
子
会
等
と
連
携
し
た
生
活
困
窮
世
帯

児
童
へ
の
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

③
都
屋
の
里
は
、
読
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
し
て
施
設
長
と
利
用
者
が
喜
納
小
学
校
４
年

生
を
対
象
と
し
た
福
祉
講
話
を
実
施
し
障
害
者

福
祉
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
た
。

(2)
信
頼
と
協
力
を
得
る
た
め
の
情
報
発
信

①
事
務
局
は
、
苦
情
・
要
望
等
の
内
容
や
対
応

方
法
を
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
年
２
回

（
12
月
・
６
月
）
公
表
し
た
。

(1)
人
権
の
尊
重

①
事
務
局
は
、
理
事
長
・
常
務
理
事
・
総
務
課

長
が
新
任
管
理
職
・
職
員
研
修
や
各
種
会
議
等

で
経
営
理
念
・
経
営
方
針
等
を
周
知
し
た
。
各

施
設
は
、
施
設
長
・
各
課
長
が
職
場
内
研
修
及

び
職
務
会
等
に
て
経
営
理
念
等
を
周
知
し
た
。

②
倫
理
綱
領
自
己
チ
ェ
ッ
ク
表
・
虐
待
防
止

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
職
員
が
自
己
の

支
援
方
法
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
を
設
け
、

虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
た
が
、

職
員
の
声
な
ど
日
頃
の
小
さ
な
芽
に
対
す
る
気

づ
き
・
対
応
が
遅
れ
不
適
切
な
支
援
に
繋
が
っ

た
ケ
ー
ス
も
出
た
の
で
、
施
設
及
び
法
人
と
し

て
職
員
指
導
及
び
研
修
を
行
い
再
発
防
止
に
努

め
た
。

(2)
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上　

①
全
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
針
を
明
文
化

し
、
そ
の
方
針
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
た
。

②
各
施
設
は
、
投
書
箱
の
活
用
・
利
用
者
満
足

度
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
家
族
会
等
へ
の
参
加
を

通
し
て
利
用
者
及
び
家
族
の
声
を
聴
取
し
、
寄

せ
ら
れ
た
声
に
つ
い
て
は
職
員
へ
伝
え
、
改
善

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
検
討
結
果
を
書
面

で
施
設
内
に
掲
示
し
た
。
苦
情
と
し
て
利
用
者

か
ら
は
「
職
員
の
言
葉
遣
い
・
態
度
」、
家
族

か
ら
は
「
衛
生
面
・
備
品
の
買
換
が
必
要
」
等

が
あ
っ
た
。

(3)
社
会
、
地
域
と
の
関
係
の
継
続

①
よ
み
た
ん
救
護
園
及
び
い
し
み
ね
救
護
園
は
、

生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
所
の
認
定
を
受
け

た
が
、
地
域
・
関
係
機
関
へ
の
広
報
・
ニ
ー
ズ

令
和
元
年
度
事
業
実
績
報
告
の
主
な
内
容

2

社
会
に
対
す
る
姿
勢

3

人
材
に
対
す
る
姿
勢

4
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
姿
勢

1

利
用
者
に
対
す
る
姿
勢
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勘 定 科 目

資金収支計算書

決 算 額
大 区 分

事業活動収入計 
事業活動支出計 
事業活動資金収支差額

4,283,400
4,139,686
143,713

事
業
活
動

　

今
年
３
月
に
県
を
退
職
し
、
４
月
１
日
か
ら

北
嶺
学
園
の
園
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
宮
城

と
申
し
ま
す
。

　

県
で
は
主
に
福
祉
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
慣
れ
な
い
施
設
現
場
で
の
業
務
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的
に
広
が

り
、
国
・
県
に
お
い
て
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
た
り
等
世
の
中
が
激
変
し
た
状
況
下
で
、

職
員
と
共
に
日
々
悩
み
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
は
人
員
が
充
分
で
は
な
い
状
況

で
通
常
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
更
に
感
染
防

止
策
に
も
神
経
を
使
う
等
負
担
感
が
増
す
な

か
、
日
々
業
務
に
励
ん
で
お
り
、
そ
の
姿
を
見

て
大
変
頼
も
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
早
く
以

前
の
様
な
日
常
に
戻
れ
る
こ
と
を
切
望
し
な
が

ら
も
、
現
実
を
見
据
え
、
こ
の
試
練
を
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
切
る
こ
と
で
当
園
も
一
段
と

成
長
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
運
営
体
制
の
充
実
、
人
材
育
成
に
も

努
め
な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
支
援
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
あ
け
ぼ

の
学
園
管
理
課
長
の
大
任
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
現
場
や
相
談
員
の
経
験
し

か
な
い
私
に
と
っ
て
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
が
あ
り
、
新
鮮
且
つ
勉
強
す
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
お
い
て
、
園
長
を
は

じ
め
多
く
の
職
員
に
支
え
ら
れ
な
ん
と
か
業
務

を
こ
な
す
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
に
あ
っ
て
、
あ

け
ぼ
の
学
園
も
約
2
か
月
面
会
や
外
出
、
外
泊

な
ど
を
自
粛
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
利
用
者

の
皆
様
も
ス
ト
レ
ス
が
貯
ま
っ
て
い
く
様
子
が

伺
え
ま
す
。
職
員
も
「
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

な
い
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
、
そ
の
人
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
職
員
の
下

支
え
を
す
る
こ
と
が
私
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
分
自
身
の
心
に
ゆ

と
り
を
持
ち
、
与
え
ら
れ
た
職
務
を
一
生
懸
命

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施設整備等収入計 
施設整備等支出計 
施設整備等資金収支差額

3,620
36,886

△ 33,266

施
設
整
備
等

その他の活動収入計 
その他の活動支出計 
その他の活動資金収支差額

50,227
3,589
46,638

そ
の
他
の
活
動

当期資金収支差額

 (自)平成31年4月1日  （至）令和2年3月31日   （単位：千円）

157,086

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

968,963

1,126,049

勘 定 科 目

事業活動計算書

令和元年度 決算報告

決 算 額
大 区 分

サービス活動収益計 
サービス活動費用計 
サービス活動増減差額

4,247,493
4,185,059
62,434

サ
ー
ビ
ス
活
動

サービス活動外収益計
サービス活動外費用計
サービス活動外増減差額

23,288
1,348
21,940

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

前期繰越活動増減差額
当期末繰越活動増減差額
基本金取崩額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額

2,533,488
2,622,224

0
0
0

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

特別収益計 
特別費用計 
特別増減差額 

5,450
1,090
4,360

特
別
増
減

次期繰越活動増減差額 2,622,224

経常増減差額

 (自)平成31年4月1日  （至）令和2年3月31日   （単位：千円）

84,375

当期活動増減差額 88,735

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

貸借対照表

科 目 当年度末

流動資産 1,364,690

徴収不能引当金

固定資産

△ 270

8,712,583

基本財産 6,203,711

その他の
固定資産 2,508,872

資産の部合計 10,077,273

科 目 当年度末

流動負債

固定負債

負債の部合計

388,100

402,891

790,991

基本金 10,000

その他の積立金 1,789,379

国庫補助金等
特別積立金

4,864,677

次期繰越活動
増減差額
（うち当期活動
増減差額）

2,622,224

(88,735)

純資産の部合計 9,286,281

負債及び
純資産の部合計 10,077,273

令和２年3月31日現在 （単位：千円）

施
設
長
就
任
あ
い
さ
つ

管
理
課
長
就
任
あ
い
さ
つ

さ
く
だ
　
　
　  

ま
さ
ゆ
き

障
害
者
支
援
施
設

あ
け
ぼ
の
学
園
　
管
理
課
長

佐
久
田 

政
幸

み
や
ぎ
　
　  

あ
さ
お

障
害
者
支
援
施
設

北
嶺
学
園
　
園
長

宮
城 

朝
雄
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
当
法
人
内
施
設
で
も
一
時
的
に
マ

ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
入
手
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
た
く
さ
ん
の
心
温
か
い
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
が
落

ち
込
み
在
庫
に
余
剰
が
生
じ
た
食
品
や
飲

料
を
、
施
設
で
生
活
し
て
い
る
利
用
者
の

方
々
、
勤
務
す
る
職
員
へ
の
労
い
の
お
気

持
ち
と
共
に
頂
い
た
お
品
物
も
あ
り
ま

す
。
行
政
か
ら
の
支
援
や
、
行
政
を
通
し

た
個
人
や
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
も

あ
り
、
法
人
全
体
で
マ
ス
ク
約
1
万
3
千

枚
の
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。
（
令
和
2
年

6
月
17
日
時
点
）
今
回
は
個
人
、
企
業
の

皆
さ
ま
か
ら
施
設
へ
直
接
頂
き
ま
し
た
寄

贈
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

あたたかいご支援をいただきました

浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
様

浦
添
市
医
師
会
様

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

ア
ロ
マ
＆
ネ
パ
ー
ル
雑
貨

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
様　

有
限
会
社
エ
コ
テ
ッ
ク
様 

（
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
）

瑞
泉
酒
造
株
式
会
社
様

沖
縄
療
育
園

専
門
学
校
琉
美
学
園
様　

プ
ラ
ネ
ッ
ト
様　

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ｓ　

関
口
様　

漲
水
学
園

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

　

利
用
者
ご
家
族

　
　
　
　

兼
村
様　

　
　
　
　

古
波
蔵
様

都
屋
の
里

Ｓ
Ｋ
Ｓ
ス
カ
イ
観
光
サ
ー
ビ
ス
様

（
株
）徳
久
グ
ッ
ド
ビ
ス
リ
ー
ス
キ
ン
ち
ゅ
ら
様

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

喜
友
名
イ
ン
テ
リ
ア
様

A
W
W
A（
米
国
人
婦
人
福
祉
協
会
）様

よ
み
た
ん
救
護
園

（
株
）徳
久
グ
ッ
ド
ビ
ス
リ
ー
ス
キ
ン
ち
ゅ
ら
様

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

い
し
み
ね
救
護
園

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

北
嶺
学
園

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ｓ　

関
口
様

あ
け
ぼ
の
学
園

株
式
会
社
大
川
様

婦
人
保
護
施
設

名
護
市
社
会
福
祉
協
議
会
様

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

利
用
者
ご
家
族

　
　
　

与
那
城
貞
子
様
の
姪
子
様

名
護
厚
生
園

沖
縄
県
介
護
福
祉
士
会
様

八
重
泉
酒
造
様

利
用
者
ご
家
族

　
　
　

根
本
田
紀
子
様

　
　
　

上
地
恵
和
様

　
　
　

舟
道
和
夫
様

八
重
山
厚
生
園

園
児
ご
家
族

　
　
　

永
見
ゆ
か
り
様

　
　
　

内
間
広
和
、田
村
清
香
様

　
　
　

大
野
智
子
様

に
し
の
も
り
保
育
園

株
式
会
社
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
様

法
人
事
務
局

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
い
ず
み　

坂
口
順
子
様

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
レ
モ
心　

佐
久
川
直
仁
様

宮
古
厚
生
園

（
有
）沖
縄
総
合
フ
ー
ズ
様

日
本
コ
ン
セ
ン
ト
リ
ク
ス（
株
）様

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保（
株
）様

利
用
者
ご
家
族
・
関
係
者
等

　
　
　

吉
川
ひ
ろ
こ
様

　
　
　

親
田
憲
一
様

　
　
　

城
間
律
子
様

　
　
　

松
川
洋
子
様

　
　
　

松
山
文
様

　
　
　

安
慶
名
富
義
様

　
　
　

島
袋
達
夫
様

　
　
　

荻
堂
善
信
様

具
志
川
厚
生
園

マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー
ル
類

寄
贈
者
様
ご
紹
介

順
不
同
（
令
和
2
年
6
月
17
日
時
点
）

浦
添
市
医
師
会
様

沖
縄
ヤ
ク
ル
ト
株
式
会
社
様

沖
縄
療
育
園

（
株
）パ
ラ
ダ
イ
ス
プ
ラ
ン
様

フ
ー
ド
バ
ン
ク「
ん
ま
ん
ま
」様

あ
け
ぼ
の
学
園

都
屋
の
里
介
護
職
員
を
支
援
す
る
会
様

株
式
会
社
お
菓
子
御
殿
様

沖
縄
ヤ
ク
ル
ト
株
式
会
社
様

都
屋
の
里

株
式
会
社
大
川
様

婦
人
保
護
施
設

沖
縄
ヤ
ク
ル
ト
株
式
会
社
様

よ
み
た
ん
救
護
園

美
崎
畜
産　

美
崎
信
二
様

園
児
ご
家
族

　
　
　

東
内
原
順
子
様

に
し
の
も
り
保
育
園

お
菓
子
・
飲
み
物
類

寄
贈
者
様
ご
紹
介

順
不
同
（
令
和
2
年
6
月
17
日
時
点
）


